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A研究目的 

津波がきたときにどのように避難するのが効率がよいか、調べようと思った。 

 

 

地震がきたとき、火災がおきたときなどにもっともはやく、大人数が避難する経路をシ

ミュレーションでみつける。そのシミュレーションが実測値とどのくらい差があるのか調

べて、活用できるものにし、幅広い避難経路の改善に使えるようにすること。 

 

B研究方法 

まず、香川県高松築港周辺に津波がきたときどの程度浸水するのかを考えようと思った。 

現在、高松市からだされているハザードマップが正しいのか、マピヨンという標高のでる

サイトをつかって検証・わかりやすいように色塗り。 

香川大学工学部の方々にいただいた、ソフトを使ってセルオートマトン法を用いた避難シ

ミュレーションを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高松築港周辺の避難シミュレーションは考慮することが非常に多い。 

 

 

高松第一高等学校の避難シミュレーションをまず行い、最速避難経路を探す。 

 

 

 

・セルオートマトン法 

マス目状に区切られた空間で、周囲の cell（マス）との関

係をルールとして定め、そのルールに従い、次のステッ

プでの状態を決めていくような方法。 

cellは、周囲の cellの状態によって、次のステップの自身

の状態を決定する。 

インフルエンザの感染シミュレーションや交通渋滞のシ

ミュレーションにも用いられる。 

 



防災マップつくり。 

 

△現在のハザードマップ 

色で浸水域をあらわしている。 

赤→2.0m 

橙→1.0m~2.0m 

緑→0.5m~1.0m 

青→~0.5m 

 

△色塗りあとの地図 

現在のハザードマップでは 2.0m 以上は浸水しないとされているが、新しいものでは 3.0m

とされている。 



対応できやすいように、10mの地域まで色分けをした。 

津波は波浪とちがい、高松第一高校も浸水するかもしれない。 

シミュレーションつくり 

 研究①：平面での避難シミュレーションを行う。 

人が普通に歩く速度と考えられている、4km/h の設定で各階の避難シミュレーションを行

う。 

家具の倒壊と避難開始から全員が避難を完了させるまでの時間を計測。 

ただし、窓ガラスの破損や家具の倒壊などは無視するものとする。 

普通科クラス４０人音楽科・補習科２５人とする。 

▽平面避難のシミュレーション図 

 

 研究②：階段、廊下での避難の実測値を計測する。 

校内の１２か所にビデオカメラをおいて、階段での混雑の状況を調査・記録した。 

階段を下りる速さは、各階の速さを平均して求める。 

A階段は７クラス、B階段は１０クラス、C階段は３クラスが使用する。 

廊下を歩く速さも計測した。 

▽校内の見取り図 

 

 

着色部分が教室で赤い丸がビデオを設置した場所 

→が現在の避難経路 

 

A B 

C 



 研究③：階段を考慮した垂直避難シミュレーションを行う。 

４階の階段のところにきたら３階にとぶ、というように設定されたシミュレーションをつ

かう。 

各１５回ずつ計測し、平均をだす。 

遅いほうの記録を最終的に避難が完了するまでの時間とする。 

研究①と同様、窓ガラスや家具の倒壊は考慮しないものとする。 

 

 

△改善策①               △改善策② 

   １クラスを A 階段へ移動         ２クラスを A階段へ移動 

 

 

 

△垂直避難シミュレーションの図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



C.得られた結果  

 研究①（単位：秒） 

 

生徒数：1F-65人 2F-200人 3F&4F-320人 

 3Ｆ、4Ｆは同じ構造・人数であるので統一した。 

 

 

 

 

 研究② 

 

Bの階段が混雑している。 

廊下を歩く速さも、すこし遅くなっている。 

 

 

 



 研究③ 

（単位：秒） 

 

△現在の避難完了までの時間 

 

 △改善策① 

 

△改善策② 

 

D.考察 

 研究①：人数が少ない２Fのほうが混雑しているのは、構造によるものだと考えた。 

 研究②：B階段が現在の避難とくらべて混雑し、速度が遅くなっていることから、B階

段の人数を A階段に分配することで混雑を緩和させようと思った。 

廊下でも混雑した場合には、0.4km/h遅くなることがわかった。 

C階段での速度が通常時階段を降りる速さよりも速いのは、混雑が見られず、避難のため早

歩きであったためだと考えられる。 

 研究③：改善策①の二階のひとクラスを A 階段に移動するとしたときにもっともはや

くなることがわかった。 

A階段へ人数を分配することでだいたいがはやくなることがわかった。 

これが本当に正しいのか確かめる必要がある。 

 

E.結論 

シミュレーションを用いて、最速の避難経路を理論上だすことができた。 

９月の避難訓練ではその経路をつかうと実際に現在の避難よりもはやくなるのかどうなの

かということを検証してみたいと思う。 
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